
省

令

平成™œ年˜˜月™ 日 金曜日 第�˜Ÿ™号官 報
〇
総
務
省
令
第
九
十
九
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
十

四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
省
所
管
補

助
金
等
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

総
務
省
所
管
補
助
金
等
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

総
務
省
所
管
補
助
金
等
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理

府
・
郵
政
省
・
自
治
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
補
助
金
等
の
名
称
等
の
欄
中
「
自
動
車
税
納
付
確

認
電
子
化
実
証
実
験
事
業
費
補
助
金
」
を
「
自
動
車
税
納

地
域
経
済
活

付
確
認
電
子
化
実
証
実
験
事
業
費
補
助
金

性
化
・
雇
用
創
出
臨
時
交
付
金

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
総
務
省
所
管
補
助
金
等

交
付
規
則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
取
得
し
た

財
産
か
ら
こ
れ
を
適
用
す
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
十
一
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

百
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
一
条
中
「
特
別
の
必
要
が
あ
る
」
を
「
当
該
学

校
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会
が
必
要
と

認
め
る
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
中
「
こ
の
旨
を
」
の
下
に
「
当
該
学
校
を

設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
九
条
中
「
第
三
号
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
七
十
号

植
物
防
疫
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス

ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
防
除
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
防
除
に
関
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
防
除
に
関
す
る
省

令
（
平
成
二
十
二
年
農
林
水
産
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
サ
ク
ラ
属
」
の
下
に「（
サ
ク
ラ
節

を
除
く
。）」
を
、「
東
京
都
知
事
」
の
下
に
「
、
大
阪
府
知

事
」
を
加
え
る
。

第
五
条
中
「
東
京
都
知
事
」
の
下
に「
、
大
阪
府
知
事
」

を
加
え
る
。

別
表
中
「
小
丹
波
」
の
下
に
「
、
白
丸
」
を
、「
日
の
出

町
」
の
下
に
「
、
大
阪
府
富
田
林
市
大
字
廿
山
（
府
道
二

百
二
号
線
以
南
の
地
域
に
限
る
。）、
大
字
錦
織
、
甲
田
、

小
金
台
、
寿
町
、
桜
ケ
丘
町
、
新
家
、
高
辺
台
、谷
川
町
、

廿
山
、
津
々
山
台
、
寺
池
台
、
常
盤
町
、
錦
織
北
、
錦
織

東
（
府
道
二
百
二
号
線
以
北
の
地
域
に
限
る
。）、
錦
ケ
丘

町
、
藤
沢
台
、
富
美
ケ
丘
町
、
宮
甲
田
町
及
び
美
山
台
」

を
、「
安
倉
南
」
の
下
に
「
、
旭
町
」
を
、「
亀
井
町
」
の
下

に
「
、
清
荒
神
」
を
、「
口
谷
東
」
の
下
に
「
、
向
月
町
」

を
、「
小
浜
」
の
下
に
「
、
末
広
町
」
を
、「
高
松
町
」
の
下

に
「
、
鶴
の
荘
」
を
、「
長
尾
町
」
の
下
に
「
、
中
州
（
県

道
十
六
号
線
以
北
の
地
域
に
限
る
。）」
を
、「
星
の
荘
」
の

下
に
「
、
米
谷
（
一
般
国
道
百
七
十
六
号
線
以
南
の
地
域

に
限
る
。）」
を
、「
三
笠
町
」
の
下
に
「
、
美
座
」
を
、「
美

幸
町
」
の
下
に
「
、
売
布
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
九
十
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第

三
十
一
条
第
三
項
及
び
第
八
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

き
、
航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療

の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律

第
百
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
の
使

用
す
る
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
同
法
第
二
条

に
規
定
す
る
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
い
う
。）

で
あ
つ
て
救
助
を
業
務
と
す
る
も
の

別
表
第
四
一
の
項
中
「
悪
性
腫し
ゆ

瘍よ
う

」
を
「
悪
性
腫
瘍
」

に
、「
良
性
腫し

ゆ

瘍よ
う

」
を
「
良
性
腫
瘍
」
に
改
め
、
同
表
四
の

項
中
「
歯
¨が

」
を
「
歯
¨
」
に
改
め
、
同
表
六
の
項
中

「
腎じ
ん

臓
」
を
「
腎
臓
」
に
、「
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と
」
を

「
妊
娠
に
よ
り
航
空
業
務
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
な
い

こ
と
」
に
改
め
、
同
表
七
の
項
中
「
脊せ
き

柱
」
を
「
脊
柱
」

に
改
め
、
同
表
十
一
の
項
中
「
耳
鼻
咽い
ん

喉こ
う

」
を
「
耳
鼻
咽

喉
」
に
、「
咽い
ん

喉こ
う

頭
」
を
「
咽
喉
頭
」
に
改
め
、
同
表
十
三

の
項
中
「
歯
¨が

」
を
「
歯
¨
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

別
表
第
四
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十

日
か
ら
施
行
す
る
。
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